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　がん検診は、特に自覚症状のない健康的に日常生活を過ごしている人を対象としています。加入している健康保
険の種類に関係なく、住民登録があり対象年齢に達する人であれば受けることができます。
　早期発見･早期治療により、身体的な負担・経済的な負担や時間は一般的に少なくて済みます。ご自身のため、
大切な人のためにも定期的に検診を受けましょう。コロナ禍でも定期的な健（検）診による健康管理が必要です。
　また、検診の結果、精密検査が必要となった人は、そのままにせず医療機関を受診しましょう。職場や人間ドッ
クなどで受診する機会がなく、がん検診を希望する人は、登録を申し込みの上、受診してください。
　令和６年度の検診日程は、今後、広報紙に掲載する予定です。

　市のがん検診は、登録制となっています（一部の検診は登録をしたうえで、別途予約申込が必要です）。受診す
れば翌年も検診を希望するものとして２年間登録され、案内通知が郵送されます。
　２年連続未受診の人は登録が解除され通知が郵送されませんので、受診を希望する場合は、再度、健康推進課
へ申し込みをしてください。

　令和６年度に新たに各種検診の対象となる人には「がん検診等登録申込書」を１月下旬に送付します。
　申し込む人は、申込書に記載されている期日までに提出してください。

※�大腸がん検診の無料対象者（41歳の男女、61歳の男女で過去５年間市の大腸がん検診未受診の人）のうち、大腸がん検診の登録がない人に
「がん検診等登録申込書」を送付します。（年齢基準日：令和７年３月31日）。

がん検診は登録制です

令和６年度に検診の対象年齢になる人

健康推進課健康推進課 36-115436-1154

がん検診を受けましょうがん検診を受けましょう

　令和４年度または令和５年度に検診を受けている人には、案内
通知が郵送されますので、登録の申し込みは不要です。

　決まった年齢の人が申し込むと受診できる検診です。

　市の肝炎ウイルス検診を今まで一度も受けたことのない40歳
以上の人が申し込むと受診できる検診です

●登録制の検診

●登録制ではない検診

肺がん検診・結核検診／胃がん検診
前立腺がん検診／大腸がん検診
乳がん検診／子宮頸がん検診

成人歯科検診／骨粗しょう症検診

肝炎ウイルス検診

年齢 生　年　月　日 検　診　名

男　
性

20 歳 平成 16 年４月１日～平成 17 年３月 31 日 成人歯科検診
30歳 平成６年４月１日～平成７年３月 31 日 成人歯科検診

40歳 昭和 59 年４月１日～昭和 60 年３月 31 日 肺がん検診・結核検診、胃がん検診
大腸がん検診、肝炎ウイルス検診、成人歯科検診

50歳 昭和 49 年４月１日～昭和 50 年３月 31 日 前立腺がん検診、成人歯科検診
60歳 昭和 39 年４月１日～昭和 40 年３月 31 日 成人歯科検診
70歳 昭和 29 年４月１日～昭和 30 年３月 31 日 成人歯科検診

女　
性

20 歳 平成 16 年４月１日～平成 17 年３月 31 日 子宮頸がん検診、成人歯科検診
30歳 平成６年４月１日～平成７年３月 31 日 乳がん検診、成人歯科検診
35歳 平成元年４月１日～平成２年３月 31 日 骨粗しょう症検診

40歳 昭和 59 年４月１日～昭和 60 年３月 31 日 肺がん検診・結核検診、胃がん検診、大腸がん検診
肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診、成人歯科検診

45歳 昭和 54 年４月１日～昭和 55 年３月 31 日 骨粗しょう症検診
50歳 昭和 49 年４月１日～昭和 50 年３月 31 日 骨粗しょう症検診、成人歯科検診
55歳 昭和 44 年４月１日～昭和 45 年３月 31 日 骨粗しょう症検診
60歳 昭和 39 年４月１日～昭和 40 年３月 31 日 骨粗しょう症検診、成人歯科検診
65歳 昭和 34 年４月１日～昭和 35 年３月 31 日 骨粗しょう症検診
70歳 昭和 29 年４月１日～昭和 30 年３月 31 日 骨粗しょう症検診、成人歯科検診
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県
税
理
士
会
館
山
支
部
が
、
小
規
模

納
税
者
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
、
年
金
受
給
者
並
び
に
給
与
所
得

者
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
申
告（
土
地
、
建
物
お
よ
び
株
式
な
ど

の
譲
渡
所
得
並
び
に
山
林
所
得
が
あ
る

場
合
を
除
く
）を
対
象
に
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
申
告
書
を
作
成
し
て
そ
の
ま

ま
提
出
で
き
ま
す
の
で
、
前
年
の
申
告
書

等
の
控
え
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
確
定
申

告
に
必
要
な
書
類
、
筆
記
具
、
計
算
器

具
、
印
鑑
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る

本
人
確
認
書
類（
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
②
番
号
確
認
書
類
お
よ
び
身

元
確
認
書
類
③
利
用
者
識
別
番
号
等
を

お
持
ち
の
方
は
わ
か
る
書
類
の
写
し
な

ど
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
場
で
は
、
混
雑
回
避
の
た
め
に「
入

場
整
理
券
」を
配
付
し
ま
す
。
配
付
状
況

に
よ
っ
て
は
受
付
を
早
く
締
め
切
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

雑
損
控
除
を
含
む
申
告
書
、
土
地
・

株
式
等
の
売
却
に
よ
る
譲
渡
所
得
な
ど

を
含
む
分
離
申
告
書
に
つ
い
て
も
同
様

に
、
記
入
済
み
の
申
告
書
の
預
か
り
の
み

受
付
を
行
い
ま
す（
収
用
に
係
る
も
の
は

除
く
）。
記
入
方
法
な
ど
の
相
談
は
館
山

税
務
署
へ
お
願
い
し
ま
す
。

に
応
じ
て
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
閉
庁
日（
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝

日
）の
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
受
付
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ｅイ

ー
タ
ッ
ク
ス



‐
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税

電
子
申
告･

納
税
シ
ス
テ
ム
）に
よ
る
送
信

や
郵
便
な
ど
に
よ
る
送
付
の
ほ
か
、
税
務

署
の
時
間
外
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
館
山
税
務
署　
☎
22 

― 

０
１
０
１

　
２
月
16
日（
金
）か
ら
３
月
15
日（
金
）ま

で
の
平
日
に
下
表
の
会
場
で
申
告
相
談

会
場
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
期
間
と
会
場
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。
相
談
時
間
は
８
時
45
分
か
ら
15

時
30
分
ま
で（
正
午
～
13
時
を
除
く
）で

す
。

　

青
色
申
告
の
人
は
、
記
入
済
み
の
確

定
申
告
書･

青
色
申
告
決
算
書
の
預
か
り

の
み
受
付
を
行
い
ま
す
。
記
入
方
法
な
ど

の
相
談
は
、
館
山
税
務
署
ま
た
は
青
色

申
告
会（
☎
22 

― 

１
０
０
５
）へ
お
願
い

し
ま
す
。

　

市
県
民
税
お
よ
び
所
得
税
の
申
告
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
申
告

書
は
、
市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税

な
ど
の
算
定
、
税
務
証
明
書
発
行
な
ど

の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
申
告
期
間

中
に
申
告
し
な
い
と
適
用
さ
れ
な
い
控
除

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
期
間
中
に
申

告
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

館
山
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
作

成
会
場
を
、
２
月
16
日（
金
）か
ら
３
月

15
日（
金
）ま
で
の
平
日
に
開
設
し
ま
す
。

　

受
付
時
間
は
、
８
時
30
分
か
ら
16
時

ま
で（
提
出
は
17
時
ま
で
）、
相
談
時
間
は

９
時
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。
な
お
、
税
務

署
窓
口
で
の
納
税
は
、
９
時
か
ら
16
時
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
税
目
の
申
告
期
限
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　
３
月
15
日（
金
）

個
人
事
業
者
の
消
費
税

　
　
　
　
　
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
４
月
１
日（
月
）

贈
与
税

　
３
月
15
日（
金
）

　
会
場
で
は
、
混
雑
回
避
の
た
め
に「
入

場
整
理
券
」を
配
付
し
ま
す
。
配
付
状
況

税
務
署
で
の
確
定
申
告

市
役
所
で
の
申
告
相
談

青
色
申
告
・
雑
損
控
除
を
含
む

申
告
・
分
離
申
告
は
預
か
り
の
み

令和５年分の確定申告令和５年分の確定申告 　税務課
	 ☎３３－１０２３

地区 相談期間 相談日数 会場
富浦 ３月　６日（水）～３月15日（金） ８ 市役所本庁　別館１
富山 ２月16日（金）～２月26日（月） ６ 富山岩井コミュニティセンター
三芳 ２月27日（火）～３月　５日（火） ６ 三芳農村環境改善センター
白浜 ２月28日（水）～３月　６日（水） ６ 白浜地域センター
千倉 ２月16日（金）～３月15日（金） 20 朝夷行政センター
丸山 ２月16日（金）～２月27日（火） ７ 丸山公民館
和田 ３月　７日（木）～３月15日（金） ７ 和田コミュニティセンター
※期間中の土曜日、日曜日および祝日を除く。
※詳細な日程は広報みなみぼうそうお知らせ版２月号に掲載します。

スムーズな申告のコツ
●混雑する日を避けましょう
　�各会場初日、２日目は大
変混み合います。

●�必要書類などを確認しま
しょう
　�マイナンバーカードなどの
番号確認書類が必要です。

●事前準備をしっかりと
　�必要経費、医療費の集計
を忘れずにお願いします。

税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談

～
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
～
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納
税
は
口
座
振
替
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度　
個
人
住
民
税（
市

民
税
・
県
民
税
）の
主
な
改
正
点

６
年
３
月
15
日（
金
）ま
で
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
令
和
６
年
４

月
１
日（
月
）ま
で
に
振
替
依
頼
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
所
得
税
な
ど　
４
月
23
日（
火
）

・
消
費
税
な
ど　
４
月
30
日（
火
）

　
館
山
税
務
署　
☎
22 

― 

０
１
０
１

な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
所
得
税
で
上
場
株
式
な
ど
の

配
当
所
得
や
譲
渡
所
得
な
ど
を
確
定
申
告
す

る
と
、
こ
れ
ら
の
所
得
は
住
民
税
で
も
所
得

に
算
入
さ
れ
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
な

ど
の
適
用
、
非
課
税
判
定
、
各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
算
定
に
影

響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
課
税
方
式
の

選
択
は
慎
重
に
ご
判
断
く
だ
さ
い
。

３�

．
国
外
居
住
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
の
見

直
し

　
扶
養
控
除
等
の
対
象
と
な
る
国
外
居
住
親

族
の
要
件
が
厳
格
化
さ
れ
、
原
則
と
し
て
30

歳
以
上
70
歳
未
満
の
国
外
居
住
親
族
に
つ
い

て
、
控
除
対
象
扶
養
親
族
お
よ
び
非
課
税
限

度
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
扶
養
親
族
か
ら

除
外
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
扶
養
親
族
の
適
用
対
象
者
と
な
り
ま

す
。

・�

留
学
に
よ
り
国
内
に
住
所
お
よ
び
居
所
を

有
し
な
く
な
っ
た
者

・�

障
が
い
者

・�

そ
の
居
住
者
か
ら
そ
の
年
に
お
い
て
生
活

費
ま
た
は
教
育
費
に
充
て
る
た
め
の
支
払

を「
38
万
円
以
上
」受
け
て
い
る
者

※�

国
外
居
住
の
配
偶
者
が
配
偶
者
控
除
を
受

け
る
た
め
の
要
件
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
と
個
人

事
業
者
の
消
費
税
な
ど
の
納
税
に
は
、
便
利

な
振
替
納
税
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
振
替
納
税
を
利
用
す
る
に
は
、「
口
座
振
替

依
頼
書
」に
必
要
事
項
を
記
載
し
税
務
署
ま

た
は
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス



‐
Ｔ
ａ
ｘ
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
も
可

能
で
す
。

　
新
規
に
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
は
、
令
和

１
．
森
林
環
境
税（
国
税
）の
導
入

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
削
減
や
森
林
整
備

等
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
森
林

環
境
税（
国
税
）が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
林
環
境
税
は
、
市
民
税
・
県
民
税
均
等

割
と
併
せ
て
1
人
年
額
１
，
０
０
０
円
を
市

区
町
村
が
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ

の
税
収
の
全
額
が
森
林
環
境
譲
与
税
と
し
て

都
道
府
県
・
市
区
町
村
へ
譲
与
さ
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
税･

県
民
税
の
均
等
割
は
、

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方

公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、
平
成
26

年
度
か
ら
の
10
年
間
に
わ
た
り
臨
時
的
に
年

間
１
，
０
０
０
円（
市
５
０
０
円
、
県
５
０
０

円
）が
加
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６

年
度
か
ら
こ
の
臨
時
的
措
置
が
な
く
な
り
ま

す
。

２�

．
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
に
係
る
課
税

方
式
の
統
一

　
こ
れ
ま
で
は
、
上
場
株
式
な
ど
の
配
当
所

得
や
譲
渡
所
得
な
ど
に
つ
い
て
、
所
得
税
と

住
民
税
で
異
な
る
課
税
方
式
の
選
択
が
可
能

で
し
た
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
所
得
税
と
住

民
税
の
課
税
方
式
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
所
得
税
と
異
な

る
課
税
方
式
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

所得税無料申告相談日（時間／９：30～ 15：30）
と　き と　こ　ろ

 ２月２日（金） 鴨川市役所　４階大会議室

 ２月６日（火） 南房総市千倉保健センター
２階保健指導室

　２月９日（金）～
　　　　２月15日（木）
（土、日および祝日を除く）

館山税務署
申告書等作成会場内

※�申告書などの提出のみの場合は、直接税務署に提出（郵送
可）してください。

市民税・県民税均等割および森林環境税の額

令和5年度まで 令和 6年度以降

国　税 森林環境税 ― 1,000 円

市民税 市民税･県民税
均等割

3,500円 3,000 円

県民税 1,500円 1,000 円

計 5,000円 5,000 円
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今月の表紙
御
ごりょうじんじゃ
霊神社の獅

し し ま い
子舞(和田町柴区)

かんたん！スマートフォン講座
～スマートフォンのある毎日をお手伝い～

 和田町柴にある御霊神社には獅
し し が し ら

子頭が保存
されています。
　柴区の青年会が毎年１月に太鼓を鳴らし、
恵比寿様のお札を配りながら柴区内全戸を廻
り家内安全・無病息災を祈ります。

　全３回の講座を通して、スマートフォンの基本
操作やＳＮＳの使い方などを学ぶことができます。

ところ／とみうら元気倶楽部　　定　員／ 10人
対　象／市内在住で全３回参加できる人
締　切／�１月25日（木）を応募締切とし、
		  �応募者多数の場合は抽選を行います。

　 　管財契約課　
	 ☎３３－１０２２

と　き 内　容
２月７日（水）
９:30～ 11:30

電話のかけ方・カメラの使い方
メールの利用方法

２月14日（水）
９:30～ 11:30

アプリのインストール方法
インターネットの利用方法

２月21日（水）
９:30～ 11:30

地図アプリの利用方法
ＳＮＳなどの利用方法

会員制ドライビングクラブ｢THE MAGARIGAWA 
CLUB｣が完成、市長が竣工式に参列。7月にはオープ
ンイベントを開催(６・7月)　

 「道の駅富楽里とみやま」が大規模改修を終え、リ
ニューアルオープン（７月）　

炊飯センター完成！令和５年４月～一括炊飯開始！
炊飯代は市が負担（４月）

発達相談室「ぱれっと」を開設(４月)

「チョイソコ南房総・館山」本格運行を開始！（10月）

国道127号（富浦町南無谷）～県道犬掛館山線（富浦町
大津）をつなぐ安房地域広域農道3.5ｋｍが開通（9月）

「道の駅三芳村鄙の里」が大規模改修を終え、リ
ニューアルオープン(12月)

5年ぶりに南房総市ロードレース千倉を通常開催(9月)

松岡亜音さんが日本人初の女子金メダルを獲得。
団体でも日本が銅メダルを獲得（11月・12月） 

子ども医療費の助成を高校３年生まで拡充！令和５年
８月１日診療分から(５月)

　市が企業誘致したコーンズ富浦(株)が建設した同コース
が完成し、竣工式が執り行われ、市長をはじめ、嶋田副
市長、三幣教育長、川上市議会議長が参列しました。７
月29日(土)と30日(日)の２日間、グランドオープンイベン
ト-房走祭-を開催し、特別枠として市民200組600名を無
料で招待していただきました。

　約１年10か月の工事期間を費やした大規模改修工事が
終了し、リニューアルオープンしました。

　給食用のご飯を市直営で炊飯することで、今までより
も温かく、炊き立てを提供できるようになりました。また、
炊飯代は市が負担します。

　教育相談センター内に発達の偏りや特性によって集団
生活や学習がうまくできない児童生徒とその家族・学校
に対して支援を行うため、発達相談室を開設しました。

　これまで運行していた路線バス「平群線」に替わって
「チョイソコ南房総・館山」の本格運行が、南房総市の三
芳地区、平群地区の一部、館山市の九重地区および館野
地区の一部で開始されました。

　既に開通している部分を含め、国道127号（富浦町南無
谷）から県道犬掛館山線（富浦町大津）までの3.5ｋｍ区間
が開通しました。

　施設の長寿命化・利便性の向上を目的として実施し
た大規模改修工事が終了し「道の駅三芳村鄙の里」がリ
ニューアルオープンしました。

　9月23日に千倉漁港広場を会場に第50回南房総市ロー
ドレース千倉を開催しました。令和元年台風、令和2年・
3年の新型コロナウイルス感染症の影響により3年間中止
しましたが、昨年度は規模を縮小して開催し、今年は50
回目の記念大会ということもあり、5年ぶりにハーフ、10㎞、
5㎞の3種目の通常開催に戻しました。

　11月24日～12月３日にブラジル、リオデジャネイロで
開催された2023年ＩＳＡワールド・ジュニア・サーフィ
ン・チャンピオンシップ（ＷＪＳＣ）で、松岡亜音さんがＵ
18の世界チャンピオンに輝きました。

　０歳から中学校３年生までのお子さんを扶養する保護
者に子ども医療費(通院・入院・調剤)の助成を、８月１日
診療分から、高校３年生相当までに拡充しました。

10大ニュース10大ニュース
１

3

5

9

7

6

8

10

2

4

令和５年南房総市 令和５年南房総市 
職員が選んだ
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火災の原因となる身近なもの
　空気が乾燥する季節になりました。私たちの身の回りには、出火の原因となるものがたくさん
あります。どういった要因で出火するか、きちんと理解しておきましょう。
●たき火
　風が強い日のたき火は、延焼の危険性が高まります。燃やしている間は火のそばから離れない
ようにしましょう。必ず水を用意し、たき火の後は、完全に消火したことを確認しましょう。
●コンロ
　住宅火災の大きな要因の一つです。コンロの周辺に燃えやすいものを置かないようにしましょ
う。また、少しの間でもコンロから離れる場合は、必ず火を止めるように意識しましょう。
●ストーブ
　こちらも住宅火災の要因の一つになります。衣類や紙類など、ストーブのまわりに燃えやすい
ものを置かないようにしましょう。またストーブの近くで洗濯物を乾かすのも危険ですので、十
分距離をとりましょう。

防災ワンポイント

火災を起こさないために注意すること

安
全
安
心
メ
ー
ル
の

配
信
ア
ド
レ
ス
が
変
更
さ
れ
ま
す

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　

安
全
安
心
メ
ー
ル
の
配

信
元
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
２
月
中
旬
か
ら

試
験
的
な
運
用
を
開
始
し
、

令
和
６
年
４
月
に
正
式
に

切
り
替
わ
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
迷
惑
メ
ー
ル
の

ブ
ロ
ッ
ク
設
定
を
し
て
い
る

方
は
、
令
和
６
年
３
月
ま
で

に
新
ア
ド
レ
ス
も
登
録
し
、

メ
ー
ル
を
受
け
取
れ
る
よ
う

設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
の
運
用

後
は
、
旧
ア
ド
レ
ス
を
、
迷

惑
メ
ー
ル
の
ブ
ロ
ッ
ク
設
定

か
ら
外
す
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

変更スケジュール
令和６年４月 令和６年３月 令和６年２月 令和６年１月

現在登録している現在登録している安全安全安心メールの配信安心メールの配信

新アドレスでの安全安心メールの配信（試験期間を含む）

【新アドレス】
minamiboso-
city@raiden3.ktaiwork.jp

【旧アドレス】
minamiboso@anzenlife.jp
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
考
え
を
ま
と
め
表

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
考
え
を
ま
と
め
表

現
す
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
感
じ
て

現
す
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
感
じ
て

い
る
こ
と
や
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
百
字
で

い
る
こ
と
や
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
百
字
で

書
き
表
す
活
動「
百
字
作
文
」に
取
り
組
ん
で

書
き
表
す
活
動「
百
字
作
文
」に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
本
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
そ
の
一

い
ま
す
。
本
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
そ
の
一

環
と
し
て
行
い
、
今
年
度
で

環
と
し
て
行
い
、
今
年
度
で
1313
年
目
と
な
り

年
目
と
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
あ
り
が
と
う
の
想
い
を
百
字

　

今
年
度
も
、
あ
り
が
と
う
の
想
い
を
百
字

に
込
め
た
作
品
が
た
く
さ
ん
届
き
ま
し
た
。

に
込
め
た
作
品
が
た
く
さ
ん
届
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

　
千
倉
小　
二
年　

　
千
倉
小　
二
年　
鈴鈴す
ず
き

す
ず
き木木　　
千千ち
さ
と



ち
さ
と


聖聖

　
ぼ
く
の
習
字
の
先
生
は
た
く
さ
ん
の
文

　
ぼ
く
の
習
字
の
先
生
は
た
く
さ
ん
の
文

字
を
知
っ
て
い
る
。
字
の
も
つ
意
味
や
成

字
を
知
っ
て
い
る
。
字
の
も
つ
意
味
や
成

り
立
ち
ま
で
。
先
生
が
も
つ
筆
の
先
か
ら

り
立
ち
ま
で
。
先
生
が
も
つ
筆
の
先
か
ら

ま
ほ
う
み
た
い
に
美
し
い
字
が
生
ま
れ

ま
ほ
う
み
た
い
に
美
し
い
字
が
生
ま
れ

る
。
先
生
、
ぼ
く
も
先
生
み
た
い
に
上
手

る
。
先
生
、
ぼ
く
も
先
生
み
た
い
に
上
手

に
書
け
る
よ
う
に
な
る
か
な
。
こ
れ
か
ら

に
書
け
る
よ
う
に
な
る
か
な
。
こ
れ
か
ら

も
練
習
が
ん
ば
り
ま
す
。

も
練
習
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
三
芳
小　
五
年　

　
三
芳
小　
五
年　
粕粕か
す
や

か
す
や谷谷　　
唯唯ゆ
い
と



ゆ
い
と


人人

　
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
。
ぼ
く
の
体
は
卵
が
て

　
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
。
ぼ
く
の
体
は
卵
が
て

き
だ
っ
た
。
卵
が
入
っ
た
物
が
ま
っ
た
く

き
だ
っ
た
。
卵
が
入
っ
た
物
が
ま
っ
た
く

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ふ
つ
う
に
食
べ
て

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ふ
つ
う
に
食
べ
て

い
る
み
ん
な
が
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。
病

い
る
み
ん
な
が
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。
病

院
の
先
生
が
卵
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し

院
の
先
生
が
卵
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
く
れ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。
卵
と
友
達

て
く
れ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。
卵
と
友
達

に
な
っ
て
く
れ
た
ぼ
く
の
体
あ
り
が
と
う
。

に
な
っ
て
く
れ
た
ぼ
く
の
体
あ
り
が
と
う
。

　
白
浜
中　
二
年　
小
川　
ひ
か
り

　
白
浜
中　
二
年　
小
川　
ひ
か
り

　
「
今
日
は
海
の
中
で
足
が
つ
っ
て
よ

　
「
今
日
は
海
の
中
で
足
が
つ
っ
て
よ

～
。」父
の
仕
事
は
海
士
だ
。
海
士
漁
は
危

～
。」父
の
仕
事
は
海
士
だ
。
海
士
漁
は
危

険
と
隣
り
合
わ
せ
の
仕
事
で
あ
る
。
私
達

険
と
隣
り
合
わ
せ
の
仕
事
で
あ
る
。
私
達

家
族
が
幸
せ
に
生
活
で
き
て
い
る
の
も
命

家
族
が
幸
せ
に
生
活
で
き
て
い
る
の
も
命

が
け
で
漁
を
し
て
い
る
父
の
お
か
げ
だ
。

が
け
で
漁
を
し
て
い
る
父
の
お
か
げ
だ
。

感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て「
お
か
え
り
。」

感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て「
お
か
え
り
。」

と
言
い
た
い
。

と
言
い
た
い
。

　
富
浦
小　
三
年　

　
富
浦
小　
三
年　
忍忍お
し
だ
り

お
し
だ
り足足　　
咲咲さ
　
や



さ
　
や

弥弥

　
「
畑
に
行
こ
う
よ
。」お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

　
「
畑
に
行
こ
う
よ
。」お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

言
う
と
、
わ
く
わ
く
す
る
。
ど
ん
な
野
さ

言
う
と
、
わ
く
わ
く
す
る
。
ど
ん
な
野
さ

い
が
で
き
て
い
る
の
か
な
。
い
っ
し
ょ
に

い
が
で
き
て
い
る
の
か
な
。
い
っ
し
ょ
に

う
え
た
ピ
ー
マ
ン
は
、
太
陽
の
光
に
あ

う
え
た
ピ
ー
マ
ン
は
、
太
陽
の
光
に
あ

た
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
た
。
毎
朝
水
や

た
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
た
。
毎
朝
水
や

り
を
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
っ
た
。
今
度

り
を
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
っ
た
。
今
度

は
、
わ
た
し
も
手
つ
だ
お
う
。

は
、
わ
た
し
も
手
つ
だ
お
う
。

　
富
浦
小　
六
年　

　
富
浦
小　
六
年　
早早は
や
し
ま

は
や
し
ま島島　　
空空く
う
た



く
う
た


太太

　
ト
ン
ト
コ
ト
ン
。
祭
り
の
太
こ
が
四
年

　
ト
ン
ト
コ
ト
ン
。
祭
り
の
太
こ
が
四
年

ぶ
り
に
鳴
り
ひ
び
く
。
と
て
も
暑
か
っ
た

ぶ
り
に
鳴
り
ひ
び
く
。
と
て
も
暑
か
っ
た

け
ど
み
ん
な
笑
顔
だ
。
地
区
の
人
達
は
何

け
ど
み
ん
な
笑
顔
だ
。
地
区
の
人
達
は
何

カ
月
も
前
か
ら
準
備
し
て
、
当
日
も
見

カ
月
も
前
か
ら
準
備
し
て
、
当
日
も
見

守
っ
て
く
れ
て
い
た
。
ぼ
く
達
の
笑
顔
は

守
っ
て
く
れ
て
い
た
。
ぼ
く
達
の
笑
顔
は

縁
の
下
の
力
持
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

縁
の
下
の
力
持
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

ぼ
く
も
周
り
を
支
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た

ぼ
く
も
周
り
を
支
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た

い
。
い
。

　
富
浦
中　
三
年　

　
富
浦
中　
三
年　
岩岩い
わ
さ
き

い
わ
さ
き﨑﨑　　
桜桜お
う
の
し
ん



お
う
の
し
ん



之
進
之
進

　
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
。
剣
道
で
は

　
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
。
剣
道
で
は

一
緒
に
稽
古
や
試
合
を
す
る
相
手
に
感
謝

一
緒
に
稽
古
や
試
合
を
す
る
相
手
に
感
謝

の
思
い
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
で

の
思
い
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
で

き
た
。
中
学
最
後
の
試
合
が
終
わ
っ
た

き
た
。
中
学
最
後
の
試
合
が
終
わ
っ
た

今
、
道
場
に
、
先
生
方
に
、
そ
し
て
稽
古

今
、
道
場
に
、
先
生
方
に
、
そ
し
て
稽
古

し
た
仲
間
、
試
合
で
戦
っ
た
み
ん
な
に
、

し
た
仲
間
、
試
合
で
戦
っ
た
み
ん
な
に
、

形
だ
け
で
は
な
い
心
か
ら
の
礼
を
す
る
。

形
だ
け
で
は
な
い
心
か
ら
の
礼
を
す
る
。

　
三
芳
小　
一
年　

　
三
芳
小　
一
年　
渡渡わ
た
な
べ

わ
た
な
べ辺辺　　
禾禾か
　
ほ



か
　
ほ

朋朋

　
あ
ま
い
あ
ま
い
お
い
も
。
わ
た
し
の
す

　
あ
ま
い
あ
ま
い
お
い
も
。
わ
た
し
の
す

き
な
お
い
も
を
お
か
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ

き
な
お
い
も
を
お
か
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ

て
く
れ
る
。
お
み
ず
を
あ
げ
て
、
だ
い
じ

て
く
れ
る
。
お
み
ず
を
あ
げ
て
、
だ
い
じ

に
そ
だ
て
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
お
か
あ

に
そ
だ
て
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
お
か
あ

ち
ゃ
ん
の
お
い
も
は
わ
た
し
の
す
ぺ
し
ゃ

ち
ゃ
ん
の
お
い
も
は
わ
た
し
の
す
ぺ
し
ゃ

る
。
た
べ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
の
に
、

る
。
た
べ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
の
に
、

い
つ
も
い
っ
き
に
た
べ
ち
ゃ
う
ん
だ
。

い
つ
も
い
っ
き
に
た
べ
ち
ゃ
う
ん
だ
。

富
浦
小　
四
年　

富
浦
小　
四
年　
神神か
ん
さ
く

か
ん
さ
く作作　　
杏杏あ
ん
な



あ
ん
な


奈奈

　
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
は
、
毎
日
安
全
運

　
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
は
、
毎
日
安
全
運

転
で
学
校
ま
で
送
っ
て
く
れ
る
。
み
ん
な

転
で
学
校
ま
で
送
っ
て
く
れ
る
。
み
ん
な

安
心
し
て
、
学
校
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き

安
心
し
て
、
学
校
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き

る
。「
バ
イ
バ
イ
。」運
転
手
さ
ん
の
声
。
バ

る
。「
バ
イ
バ
イ
。」運
転
手
さ
ん
の
声
。
バ

ス
を
お
り
た
後
も
話
し
か
け
て
く
れ
る
。

ス
を
お
り
た
後
も
話
し
か
け
て
く
れ
る
。

話
し
か
け
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
。
二
学
期

話
し
か
け
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
。
二
学
期

も
バ
ス
に
乗
る
の
が
楽
し
み
だ
な
。

も
バ
ス
に
乗
る
の
が
楽
し
み
だ
な
。

　
千
倉
中　
一
年　
鈴
木　
さ
な

　
千
倉
中　
一
年　
鈴
木　
さ
な

「
フ
ァ
イ
ト
ー
。」コ
ー
ト
に
響
く
仲
間
の

「
フ
ァ
イ
ト
ー
。」コ
ー
ト
に
響
く
仲
間
の

声
。
暑
い
夏
の
日
。
流
れ
る
汗
が
目
に
し

声
。
暑
い
夏
の
日
。
流
れ
る
汗
が
目
に
し

み
る
。
練
習
が
辛
く
て「
早
く
終
わ
ら
な

み
る
。
練
習
が
辛
く
て「
早
く
終
わ
ら
な

い
か
な
。」と
思
う
日
も
あ
る
。
で
も
、
皆

い
か
な
。」と
思
う
日
も
あ
る
。
で
も
、
皆

の
声
が
私
を
励
ま
し
、
奮
い
立
た
せ
る
。

の
声
が
私
を
励
ま
し
、
奮
い
立
た
せ
る
。

勝
ち
た
い
。
皆
の
気
持
ち
は
一
つ
。
だ
か

勝
ち
た
い
。
皆
の
気
持
ち
は
一
つ
。
だ
か

ら
私
も
、
精
一
杯
声
を
出
そ
う
。

ら
私
も
、
精
一
杯
声
を
出
そ
う
。

第第
1313
回「
百
字
で
伝
え
る
私
の
想
い
」

回「
百
字
で
伝
え
る
私
の
想
い
」

応
募
総
数　
２
３
１
３
通

応
募
総
数　
２
３
１
３
通

～
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

～
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
発
表

入
賞
者
発
表

最
優
秀
賞
作
品

　
南
房
総
市　
　
　
　

　
南
房
総
市　
　
　
　
貞貞さ
だ
お



さ
だ
お


夫夫

　
こ
の
秋
、
迎
え
た
傘
寿
に
。
青
春
を
謳

　
こ
の
秋
、
迎
え
た
傘
寿
に
。
青
春
を
謳

歌
し
た
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
に
。

歌
し
た
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
に
。

六
十
年
か
け
た
、
一
六
二
回
の
献
血
に
。

六
十
年
か
け
た
、
一
六
二
回
の
献
血
に
。

真
浦
天
畑
で
行
っ
た
、
子
供
達
や
地
域
の

真
浦
天
畑
で
行
っ
た
、
子
供
達
や
地
域
の

仲
間
と
の
花
育
畑
づ
く
り
に
。
童
謡「
浜

仲
間
と
の
花
育
畑
づ
く
り
に
。
童
謡「
浜

千
鳥
」と
の
出
会
い
に
感
謝
。
皆
と
家
族

千
鳥
」と
の
出
会
い
に
感
謝
。
皆
と
家
族

と
わ
が
人
生
に
、
あ
り
が
と
う
。

と
わ
が
人
生
に
、
あ
り
が
と
う
。
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白
浜
小　
一
年　
　
森も
り　
栞か
ん
な梛

富
浦
小　
二
年　
　
小お
が
わ川　
京き
ょ
う
の
す
け

之
助

三
芳
小　
三
年　
　
野の
な
か中　
七な
な
み海

嶺
南
小　
四
年　
　
小こ
し
ば柴　
音の
ん
の乃

富
浦
小　
五
年　
　
平ひ
ら
や
ま山　
星せ

な那

富
浦
小　
六
年　
　
相あ
い
ざ
わ澤　
琉り

お央

千
倉
中　
一
年　
　
大お
お
は
し槗　
奈な

お央

富
浦
中　
二
年　
　
髙
木　
さ
く
ら

三
芳
中　
三
年　
　
大お
お
み
ね嶺　
凜り

の乃

一
般　
鴨
川
市　
　
中
村　
理
保
樹

一
般　
自
修
館
中
等
教
育
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原　
俊
顕

富
山
小　
一
年　
　
伊い
と
う藤　
悠ゆ
う

嶺
南
小　
一
年　
　
伊い
と
う藤　
琉る

い生

嶺
南
小　
一
年　
　
土ど

い井　
類る
い

富
浦
小　
二
年　
　
石い
し
い井　
悠ゆ
う
と人

富
浦
小　
二
年　
　
宮み
や
く
ぢ
久
地　
光
ひ
か
る

三
芳
小　
二
年　
　
中な
か
だ田　
旭あ
さ
ひ陽

三
芳
小　
三
年　
　
神か
ん
さ
く作　
咲さ
く
ら良

白
浜
小　
三
年　
　
鈴す
ず
き木　
日ひ

な

こ
菜
子

千
倉
小　
三
年　
　
中な
か
が
わ川　
果か
の
ん音

富
浦
小　
四
年　
　
吉よ
し
だ田　
詩う
た

白
浜
小　
四
年　
　
石い
し
い井　
榎か
れ
ん恋

千
倉
小　
四
年　
　
堀ほ
り
え江　
麻ま
こ
と琴

富
浦
小　
五
年　
　
成な
り
た田　
心み

ゆ結

三
芳
小　
五
年　
　
神か
ん
さ
く作　
太た
ろ
う郎

嶺
南
小　
五
年　
　
鈴す

ず
き木　
雄ゆ
う
や也

富
山
小　
六
年　
　
伊い
と
う藤　
咲さ

き季

嶺
南
小　
六
年　
　
小こ
は
ら原　
希の

あ愛

嶺
南
小　
六
年　
　
渡わ
た
な
べ邉　
奈な

な也

富
浦
中　
一
年　
　
和い
ず
み
さ
わ

泉
澤　
依え

な那

千
倉
中　
一
年　
　
石い
し
い井　
柚ゆ
ず
き希

嶺
南
中　
一
年　
　
吉よ
し
の野　
和か
ず
あ
き明

白
浜
中　
二
年　
　
星ほ
し
の野　
美み

き希

千
倉
中　
二
年　
　
山や
ま
ぐ
ち口　
玄げ
ん
じ慈

嶺
南
中　
二
年　
　
小こ
は
ら原　
千ち

え英

富
山
中　
三
年　
　
安や
す
だ田　
百も

か花

三
芳
中　
三
年　
　
若わ
か
ま
つ松　
倭わ

こ子

白
浜
中　
三
年　
　
加か
と
う藤　
琳り

く久

一
般　
川
越
市　
　
桑く
わ
ば
ら原　
泰や
す
え枝

一
般　
南
房
総
市　
中な
か
が
わ川　
聡さ
と
み美

一
般　
千
葉
市　
　
若わ
か
ぎ木　
陽よ
う
こ子

一
般　
安
房
拓
心
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
髙
山　
な
る

一
般　
自
修
館
中
等
教
育
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
大お
お
た
に谷　
陽よ
う
た太

　

書
き
出
し
を
会
話
文
か
ら
始
め
た
作
品
や
、

短
い
文
章
を
つ
な
げ
て
ま
と
め
た
作
品
、
ま
た
、

比
喩
や
体
言
止
め
な
ど
の
表
現
技
法
を
使
っ
た

作
品
と
い
っ
た
、
様
々
な
表
現
の
工
夫
を
し
た

作
品
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、「
あ
り
が
と
う
」と

い
う
言
葉
を
使
わ
ず
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
作
品
も
多
く
見
ら
れ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
し
て
き
た

よ
う
に
、「
誰
に
」、「
何
に
」、
ど
う
し
て「
あ
り
が

と
う
」を
伝
え
た
い
の
か
、
具
体
性
が
な
い
た
め

わ
か
り
に
く
い（
伝
わ
り
に
く
い
）作
品
も
多
く

見
ら
れ
た
。
百
字
と
い
う
短
い
文
章
だ
か
ら
こ

そ
、
必
要
な
情
報
を
確
実
に
文
章
に
入
れ
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
誰
の
ど
の
よ
う
な

行
為
に
対
し
て「
あ
り
が
と
う
」を
伝
え
た
い
か

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
、
読
み
手
の
心
に
、

そ
の
時
の
情
景
や
心
情
を
、
よ
り
正
確
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
も

大
事
だ
が
、
ま
ず
は
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
行
為

に
対
し
て「
あ
り
が
と
う
」を
伝
え
た
い
の
か
を

は
っ
き
り
さ
せ
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
活
動

の
規
制
が
撤
廃
さ
れ
、
外
部
と
の
関
わ
り
が
増

え
た
た
め
か
、
家
族
以
外
の
対
象
に「
あ
り
が
と

う
」を
伝
え
る
作
品
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
今
後
も
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
地

域
な
ど
に
対
し
て
も
感
謝
の
視
点
を
持
た
せ
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
来
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

　
来
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
優
秀
賞
・
佳
作
の
作
品

　
な
お
、
優
秀
賞
・
佳
作
の
作
品

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

有料広告有料広告

優
秀
賞
受
賞
者

佳
作
受
賞
者

全
体
講
評
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親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
た
心
の
つ
な
が

り
が
、
子
ど
も
の「
安
心
し
て
外
の
世
界
を

冒
険
し
よ
う
」と
い
う
意
欲
や

将
来
の「
他
人
と
の
関
係
づ
く

り
」の
土
台
を
育
み
ま
す
。

　
子
ど
も
の
発
達
に
お
い
て「
愛
着
形
成
」が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
愛
着

形
成
の
た
め
に
は
、
３
歳
ま

で
の
乳
幼
児
期
が
大
切
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
乳
幼
児
と
特
定
の
養
育
者（
親
や
保
育

者
）と
の
間
に
形
成
さ
れ
る
情
緒
的
な
結
び

つ
き
』を
愛
着
と
い
い
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
か
ら
養
育
者
に
対
す

る
働
き
か
け
と
そ
の
働
き
か
け
へ
の
養
育
者

の
応
え
方
が
相
互
に
作
用
し
、
両
者
間
に
情

緒
的
な
結
び
つ
き
が
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
を
愛
着
形
成
と
呼
び
ま
す
。

～
子
ど
も
の「
こ
こ
ろ
」を
育
て
る
ヒ
ン
ト
～

 
愛
着
形
成
と
基
本
的
信
頼
感
　
子
ど
も
教
育
課

　
　
☎
46
―
２
９
６
６

　
赤
ち
ゃ
ん
が
行
う
様
々
な
要
求
を
、
養
育

者
が
喜
び
を
持
っ
て
か
な
え
て
あ
げ
る
こ
と

で「
自
分
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
愛
さ
れ
て
い

る
」「
自
分
の
い
る
世
界
は
安
心
し
て
い
ら
れ

る
場
所
で
あ
る
」と
い
う
感
覚
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
感
覚
を「
基
本
的

信
頼
感
」と
い
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
期
に
愛
着
形
成
を
す
る
中
で
、
こ

の「
基
本
的
信
頼
感
」を
得
る
こ
と
が
、
豊
か

な
心
の
成
長
の
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。

そ
の
子
の
心
の
安
定
の
基
盤
と
な
り
、
成
人

期
の
健
康
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

●
目
と
目
で
向
き
合
う
事

●
手
と
手
で
触
れ
あ
う
事

●
子
ど
も
に
微
笑
む
事

　
ま
ず
は
こ
の
３
つ
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

参
考
文
献

　
「
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
」

　
「
は
じ
ま
り
は
愛
着
か
ら
」　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
正
美
著

175175 個人ボランティア（清掃活動）個人ボランティア（清掃活動）
登録制度を開始します登録制度を開始します

親
子
の
心
の
つ
な
が
り

基
本
的
信
頼
感
の
獲
得

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で

乳
幼
児
期
の
ふ
れ
あ
い

愛
着
形
成
と
は
？

　令和６年２月１日から、市内の公共の場の環境美化を促進することを目的として、個人でのボラン
ティア清掃活動についても、ボランティア袋を交付します。
　ボランティア袋の交付を受けたい場合は、活動前にボランティアの登録申請書と誓約書の提出が必要
となります。登録は初回のみで、登録を抹消しない限り有効です。
　対象となる活動および申請方法は次のとおりです。
対象となる活動／清掃活動（おもにごみ拾い）
活動場所／市内公共の場　　例）道路･海岸･河川･公園など
対象となる人／個人　
提出書類／登録申請書および誓約書
申請方法／窓口（環境保全課および朝夷行政センターまたは各地域センター）
　申請に基づいて、ボランティア台帳に登録し、登録番号を付与します。その後、ボランティア袋の交
付を受けて活動を行ってください。なお、活動後のボランティア袋は最寄りの清掃センターなどへの持
ち込みをお願いします。持ち込みが難しい場合には、活動者が普段使用しているごみステーションへお
出しいただく事も可能とします。その場合にはボランティア袋に登録番号を必ず記入し、ごみ出しの
ルールに従ってお出しください。
　地域のみなさんには、個人ボランティアの人がごみステーションにボランティア袋を排出する場合が
ある事について、ご理解・ご協力をお願いします。
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お
手
伝
い
し
た
い
人（
提
供
会
員
）

・�

市
内
在
中
で
健
康
な
人
、
育
児
の
援
助
活

動
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
人
な
ら
、
資
格

は
問
い
ま
せ
ん
。

　

�

両
方
会
員
に
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。　

※�

提
供
会
員
を
対
象
と
し
た
説
明
会
や
交
流

会
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

・�

登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�
登
録
申
請
か
ら
ご
利

用
で
き
る
ま
で
、
２
週

間
掛
か
り
ま
す
の
で
早

め
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト
事
業
と
は
？

　
保
育
所
へ
の
迎
え
を
お
願
い
し
た
い
、
急

な
用
事
が
で
き
た
の
で
少
し
の
間
子
ど
も
を

見
て
ほ
し
い
・
・
・

　
こ
の
よ
う
に
子
育
て
の
手
助
け
を
必
要
と

し
て
い
る
人
と
子
育
て
を
お
手
伝
い
し
た
い

人
を
繋
ぐ
の
が「
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト
事

業
」で
す
。

　
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人
を「
依
頼
会
員
」

お
手
伝
い
し
た
い
人
を「
提
供
会
員
」、
手
助

け
も
し
て
ほ
し
い
、
お
手
伝
い
も
し
た
い
人

を「
両
方
会
員
」と
し
て
お
互
い
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

※�

市
民
相
互
の
助
け
合
い
で
あ
る
こ
の
事
業

で
は
、
単
に
子
ど
も
を
預
け
る
、
預
か
る

だ
け
で
は
な
く
、
活
動
を
通
じ
て
新
た
な

人
間
関
係
が
生
ま
れ
、
地
域
で
の
人
間
関

係
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

活
動
方
法

①�

援
助
を
依
頼
し
た
い
と
き
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
ま
す
。

②�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か

ら
提
供
会
員
に
依
頼
の
打
診
を
行
い
ま

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
40
―
５
１
１
１

す
。

③
援
助
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

④�

原
則
と
し
て
提
供
会
員
の
自
宅
で
行
い
ま

す
。

⑤�

依
頼
会
員
か
ら
提
供
会
員
へ
報
酬
な
ど
を

直
接
支
払
い
ま
す
。

　
※
病
児
の
預
か
り
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
※�
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

補
償
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

利
用
時
間

　
６
時
～
22
時
。
宿
泊
は
行
い
ま
せ
ん
。

利
用
料
金

・�

月
曜
日
～
金
曜
日　
７
時
～
19
時

　
７
０
０
円
／
時
間

・�

土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
そ
の
ほ
か

の
時
間　
９
０
０
円
／
時
間

・�

そ
の
ほ
か
交
通
費
な
ど
の
実
費
を
支
払
い

ま
す
。

・�

２
人
以
上
預
け
る
場
合
は
ひ
と
り
が
半
額

に
な
り
ま
す
。

会
員
に
な
る
に
は

手
助
け
し
て
ほ
し
い
人（
依
頼
会
員
）

・�

市
内
在
住
で
生
後
３
か
月
～
小
学
校
６
年

　
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
人
。

有料広告

手
助
け
し
て
ほ
し
い
人
・
お
手
伝

い
し
た
い
人
を
募
集
し
ま
す

有料広告



12 2024年1月号

令和６年１月から産前産後期間相当分(４か
月分)の国民健康保険税が免除されます！

対象となる人・受付期間

国民健康保険税の免除方法

届出に必要な書類

問合せ先

● �令和５年11月１日以降に出産された「国民健康保険被保険者の人」が対象です。
	 �妊娠85日（４か月）以上の出産が対象です（死産、流産、早産および人工妊娠中絶の場合も
含みます）。

● �出産予定日の６か月前から届出ができます。出産後の届出も可能です。
※社会保険の人はお勤め先にご確認ください。

● �令和５年度においては、産前産後期間のうち令和６年１月以降の期間の分だけ、
保険税が免除されます。

● �保険税が免除された結果、 払いすぎになった保険税は還付されます。

❶ 届出書（市役所窓口、または市のホームページからダウンロードできます）
❷ 母子健康手帳など
※出産後に届出を行う場合、親子関係を明らかにする書類が必要です。（被保険者と子が別世帯の場合）

保険年金課　　☎３３－１０６０　月～金曜日（祝日を除く）8：30～ 17：15

● �その年度に納める保険税の所得割額と均等割額から、出産予定月（または出産
月）の前月から出産予定月（または出産月）の翌々月（以下「産前産後期間」といい
ます）相当分が免除されます。

※�産前産後期間相当分の所得割保険税と均等割保険税が年額から免除されます。産前産後期間の保険
税が０に�なるとは限りません。
※多胎妊娠（双子など）の場合は出産予定月（または出産月）の３か月前から６か月相当分が免除されます。

※�令和５年11月に出産した場合、令和６年１月相当分の保険料が免除されます。令和６年１月より
前の期間については免除の対象とはなりません。

3か月前 2か月前 1か月前 1か月後 2か月後 3か月後
単胎の人 出産予定月

令和５年
８月 ９月 10月 11月 12月

令和６年
１月 ２月

出産月

多胎の人 出産予定月

 …対象期間



132024年1月号

　

12
月
１
日
、
漁
業
支
援
ス
タ
ッ
フ（
漁
業

研
修
生
）と
し
て
岡
村
竜
吾
さ
ん（
27
歳
）を

新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
委
嘱

し
ま
し
た
。

　
岡
村
さ
ん
は
鳥
取
県
出
身
で
、
こ
れ
ま
で

都
内
の
企
業
に
お
勤
め
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

か
ね
て
か
ら
の
憧
れ
で
あ
る
海
に
関
す
る
仕

事
が
し
た
い
と
思
い
、
漁
業
支
援
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
将
来
の
漁
業
の
担
い
手
と
な
る
人
を

募
集
し
て
い
た
当
市
の
募
集
を
見
つ
け
て
応

募
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
房
総
地
域
で
は
、
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
な

ど
を
素
潜
り
で
採
る
海
女
漁
が
盛
ん
で
、
有

数
の
水
揚
量
を
誇
り
ま
す
が
、
担
い
手
不
足

が
深
刻
で
あ
り
、
人
材
の
確
保
と
技
術
の
伝

承
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
村
さ
ん
は
、
将
来
の
漁
業
の
担
い
手
と

な
る
よ
う
漁
業
協
同
組
合
に
研
修
生
と
し
て

所
属
し
、
漁
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
学

び
、
任
期
終
了
後
の
漁
業
就
業
を
目
指
し
ま

す
。

り
ま
る
や
ま
」も
構
成
団
体
の
一
つ
と
し

て
参
加
し
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
ガ
ラ

ポ
ン
く
じ（
午
前･

午
後　

各
２
０
０

本
）を
実
施
す
る
ほ
か
、
防
災
食
や
豚

汁
の
販
売
、
フ
ラ
ワ
ー

フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
の
展
示
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
都
合
に
よ
り
若
干
内
容
を
変
更
し
て

行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
人
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
丸
山
農
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

	

事
務
局（
Ｊ
Ａ
安
房
丸
山
支
店
）

	

☎
46 

― 

４
１
１
１

　
１
月
21
日（
日
）、
丸
山
地
域
の
農
業

団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、「
第
13
回
丸
山

農
業
ま
つ
り
」を
道
の
駅
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

　

地
元
農
業
団
体
な
ど
が
連
携･
協
働

し
、
地
域
農
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、

地
場
産
農
産
物
を
通
し
て
農
業
者
と
地

域
住
民（
消
費
者
）が
交
流
し
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
丸
山

地
区
産
の
花
を

使
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
展
示
や
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
セ
ッ
ト
の
販

売
の
ほ
か
、
地
元

産
の
花
、
野
菜
、

み
か
ん
、
レ
モ
ン
、
加
工
品
、
堆
肥
な

ど
の
販
売
ブ
ー
ス
が
並
ぶ
予
定
で
す
。

発
動
機
保
存
会
に
よ
る
発
動
機
の
実

演
、
丸
山
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

と　
き
／
１
月
21
日（
日
）小
雨
決
行

		


９
時
～
14
時
30
分（
予
定
）

と
こ
ろ
／
道
の
駅
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園

　

丸
山
地
域
づ
く
り
協
議
会「
郷
づ
く

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
委
嘱

　昨年の農業まつりの様子

　
漁
夫
・
久
八
は
秋
刀
魚
の
漁
場
と
し
て
知

ら
れ
る
平
舘
の
生
ま
れ
で
し
た
。
け
れ
ど
も

家
が
貧
し
か
っ
た
た
め
、
そ
こ
の
村
の
藤
兵
衛

と
い
う
家
に
雇
わ
れ
る
身
と
な
り
ま
し
た
。

　
若
く
し
て
雇
わ
れ
た
久
八
は
長
ず
る
が
ま

ま
に
、
船
頭
と
な
り
、
日
々
そ
の
漁
業
を
怠

ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
天
明
四（
一

七
八
四
）年
の
冬
十
一
月
八
日
は
、
海
に
死
な

ね
ば
な
ら
ぬ
久
八
の
身
の
運
命
だ
っ
た
の
で

す
。

　
そ
の
日
の
十
一
月
八
日
は
、
い
つ
も
の
ご
と

く
、
秋
刀
魚
漁
の
た
め
に
櫓ろ

う
た歌
い
さ
ま
し
く
、

沖
合
は
る
か
に
船
出
し
た
の
で
す
が
、
暴
風

雨
に
あ
い
、
藤
兵
衛
の
船
が
難
波
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
け
な
げ
な
久
八
は
先
ず
主
の
息

子
の
藤
吉
を
負
う
て
、
猛
り
狂
お
う
怒
涛
の

な
か
を
目
ざ
ま
し
く
上
陸
せ
し
め
、
な
お
乗

り
組
め
る
五
人
の
若
者
を
救
お
う
と
試
み
ま

し
た
が
、
限
り
あ
る
力
は
尽
き
、
と
う
と
う

波
の
間
に
深
く
巻
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
超
え
て
六
年
五
月
、
領
主
松
平
左
金
吾
は
、

そ
の
殊
勝
な
る
振
舞
い
に
感
じ
ら
れ
て
、
彰

碑
を
建
て
ま
し
た
。

「漁夫　久八」
第 212話
生
いくいな
稲謹
きん
爾
じ

第
13
回
丸
山
農
業
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

地域おこし協力隊委嘱状交付式



14 2024年1月号

　市所有の公有財産（土地）を一般競争入札により売
却します。購入を希望する人は、お問い合わせくだ
さい。なお、個人・法人は問いません。
入札参加申込期間／１月17日（水）～１月30日（火）
入札申込場所／南房総市役所　別館１  管財契約課
入札日時／２月13日（火）　10時～

　令和５年度一般会計補正予算（第８号および第９
号）が12月の市議会定例会で可決され、一般会計予
算総額は２８２億５，２２４万３千円となりました。
内容は、次のとおりです。
●一般会計補正予算　第８号
　歳入と歳出にそれぞれ５億３，５４３万２千円を追
加しました。
　９月８日の台風第13号および10月15日の大雨によ
り被災した道路などの災害復旧費、千倉地区社会体
育施設･コミュニティ施設等整備事業の実施に伴う
旧忽戸小学校の解体撤去工事費などの経費を追加
補正したものです。
●一般会計補正予算　第９号
　歳入と歳出にそれぞれ５億５，５９９万５千円を追
加しました。　　　
　物価高騰対策として、電力･ガス･食料品等価格高
騰緊急支援給付金給付事業（追加給付）やがんばる
地域応援クーポン券発行事業を実施するための経費
を追加補正したものです。
　企画財政課　☎３３－１００１

　管財契約課　☎３３－１０２２

公有財産を売却します

令和５年度一般会計補正予算が可決

宿泊業に就職したい人向け
求人セミナー・マッチングを開催します

ひとり親家庭の皆さんへ
新入学応援金２０２４のご案内

　県では、宿泊事業者、業界に関心のある人を対象
に、セミナーとマッチングを開催します。
と　き／２月７日（水）　10：30～15：30
ところ／鴨川館
　　　　（鴨川市西町1179番地）
内　容
■セミナー　10：30～12：30
　講　師：（求職者向け）観光コンサルタント
　　　　　石田　宜久氏
　テーマ：宿泊業界で働く魅力とは
　　　　　（事業者向け）さぎの湯温泉旅館「竹葉」
　　　　　女将　小幡　美香 氏
　テーマ：地域密着型の経営術とは
　別途、先輩従事者による魅力・
体験談あり
■マッチング　13：30～15：30
■定員：求職者・事業者ともに50人（先着順）

　 　ホームページまたは
		  ☎０３－５３４８－２０３９

　２０２４年４月に入学予定の小学生・中学生・高
校生のお子さんがいらっしゃるひとり親家庭の皆さ
んに入学応援金をお届けします。
　団体のホームページやメール、電話で応募要領の
確認ができます。希望される人は、申込書をダウン
ロードまたは請求し、お申込みください。
　一般財団法人　ＳＡＷＡチャイルド基金

	 ☎０９０－７９８２－７３６０
	 （月･水･金10：00～17：00）
	 　info@sawachild.com
	 ※�メールでの問合わせが優先

となります。

と　き／１月28日（日）　13：30～ 15：30
ところ／和田地域福祉センター「やすらぎ」
内　容／「学校に行きにくさを感じている子の理解」
　　　　亀田ファミリークリニック
　　　　医師による講演・質問会
対　象／�学校が苦手な子の保護者

など
参加費／無料

　 　不登校親の会「だいじょうぶ」

掲
示
板

売却物件 地目 面積（㎡）最低売却価格
南房総市和田町
仁 我 浦 字 下 濱
959番3

雑種地 2051.93 21,187,000円

南房総市富浦町
南無谷字山崎123
番 6外 2筆（A区
画）

宅地 634.97 5,587,000円

南房総市富浦町
南無谷字山崎123
番 9外 2筆（B区
画）

宅地 449.51 3,461,000円

南房総市富浦町
南無谷字山崎123
番14および同番
15（C区画）

宅地 308.98 1,359,000円

親の会「だいじょうぶ」



152024年1月号

　里親になりたい人、里親についてちょっと知って
みたいと思っている人、お気軽にご参加ください。
定員に達し次第、締切とさせて頂きます。
と　き／２月12日（振休･月） 13：00～15：00 
		  ※要予約
ところ／子ども家庭支援センター「オレンジ」
　　　　（南房総市安馬谷２０４３番地）

		  申込みは右の
		  二次元コードから

　�子ども家庭サポートセンターちば
	 （オレンジの会） ☎２８－４２８８

　「重要施設周辺及び国境離島等における土地等の
利用状況の調査及び利用の規制等に関する法律」に
基づき、防衛関係施設などの周囲おおむね１，０００
㍍の区域内および国境離島などの区域内の区域を
「注視区域」･「特別注視区域」として指定すること
とされていますが、12月11日に市内の一部の区域を
特別注視区域として指定し、１月15日に施行する予
定です。施行日後においては、指定された区域内の
土地・建物で防衛関係施設などの機能を阻害する行
為が行われていないか内閣府が調査を行うほか、「特
別注視区域」内において面積が２００㎡以上の土地･
建物を売買などする際には事前の届出が必要になり
ます。詳しくは内閣府のホームページをご参照いた
だくか、下記の内閣府のコールセンターまでお問い
合わせ下さい。　
特別注視区域
　　峯岡山分屯基地を中心とした周囲
　　おおむね１，０００㍍の区域
　内閣府重要土地等調査法コールセンター 

	 ☎０５７０－００１－１２５
	 （平日９：30～17：30）　
	 https://www.cao.go.jp/
	 tochi-chosa

内閣府からのお知らせ

【予約制】里親制度説明会を開催します

令和６年度に小学校入学予定のお子さんのいるご家庭へ
就学援助制度のご案内

有料広告

掲
示
板 　舗装補修および道路区画線変更のため次のとおり

工事通行止めを実施します。
区間Ⅰ／川崎浮島ＪＣＴ～木更津金田ＩＣ
と　き／１月29日（月）
		  （予備日／１月30日（火）～２月１日（木））
		  各日23時～翌朝５時まで６時間
		  ※海ほたるＰＡは21時に閉鎖
区間Ⅱ／首都高川崎線（上り）⇒
　　　　　東京湾アクアライン（下り）間の連絡路

と　き／２月５日（月）～７日（水）の３夜間
　　　　（予備日／２月８日（木）、13日（火）、14日（水）
　　　　各日21時～翌朝５時まで８時間
　　　　※首都高川崎線⇒首都高湾岸線は利用可能
　　　　※�浮島入口または湾岸線からアクアライン

を利用可能。
　　　　　ご理解とご協力をお願いします。
　ドラとら　https://www.drivetraffic.jp/

	 ドラぷら　https://www.driveplaza.com/
	 ＮＥＸＣＯ東日本お客さまセンター
	 （24時間オペレーターが対応）
	 ナビダイヤル　☎０５７０－０２４－０２４
	 または　☎０３－５３０８－２４２４

東京湾アクアライン（下り線）
夜間工事通行止め

　お子さんが学校生活を続けるうえで経済的に大変
なご家庭に対し、給食費や学用品費･修学旅行費な
どを援助する制度をご案内します。
　令和６年度に小学校に入学予定のお子さんのいる
ご家庭で、入学後、この制度の申請を希望している
場合は、「新入学児童生徒学用品費等」の援助を、入
学前の３月に支給します。
　申請を希望する場合は、２月20日までに問合せ先
へご連絡ください。必要な申請書をお送りします。
また、小学校６年生で就学援助費を現在支給してい
る家庭については、「新入学児童生徒学用品費等」の
援助を３月に支給します。
　子ども教育課　☎４６－２９６６

有料広告
申込みフォーム

内閣府 重要土地 検索
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　聖徳太子（厩
うまやとおう
戸王／593～622）は、飛鳥時代の皇族で、古代日本の法制度

の整備や、仏教の保護などに尽力した人物です。
　丸山地区の石堂寺に伝わる聖徳太子像は、一般に「孝

こうようたいし
養太子」と呼ばれる題

材の作品で、聖徳太子が16歳の時、父である用
ようめいてんのう
明天皇の病

びょうきへいゆ
気平癒を願い、仏

に香を捧げた姿を、縦68.6㎝・横31.6㎝の絹
けんぷ
布に描いています。

　制作年や作者は不明ですが、絵の筆
ひっち
致や表現の特徴から、江戸時代の前期に

熟達した技量を持った絵師によって描かれたものではないかと推測されています。
　また、この像は太

たいしこう
子講の本尊として使われていたとみられます。太子講とは、

大工・桶
おけや
屋・畳

たたみや
屋などの業界で行われる民間信仰であり、同業の仲間同士で聖

徳太子を職
しょくのうしん
能神（職業や技能の守護神）として祀

まつ
り、飲食・会合などを行う風

習です。
　石堂寺には、この聖徳太子像に附属する資料として、太子講仲間の住所・名
前が書かれた正

しょうとく
徳元年（1711）の木箱1個と、延

えんきょう
享 2年（1745）と明

めいじ
治13年

（1880）の古文書2通が残されていました。これら附
属資料の内容から、江戸時代～明治時代の石堂寺に
は、現在の三芳・丸山・和田地区の範囲で組織され
た太子講の拠点があったと考えられています。
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～南房総市内の文化財を紹介します～　～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎教育委員会生涯学習課 ☎46－296346－2963
○○8888

シリーズシリーズ

富津・館山・南房総・鋸南富津・館山・南房総・鋸南
求む！ 土地・建物 売り物件求む！ 土地・建物 売り物件！！

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・�見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

職人たちから信仰を集めた聖徳太子像

　
・�非公開公

開

市指定有形文化財（絵画）市指定有形文化財（絵画）

所在地／石
いしどう
堂３０２（丸山地区）

所有者／石堂寺（天台宗）

絹 本 着 色
けんぽんちゃくしょく

絹本着色聖徳太子像

しょうとくたいしぞう
聖徳太子像


